
火
災
発
生
状
況

平
成
１６
年
中
に
、
本
市
で
発
生
し
た

火
災
は
２０
件（
表
１
）。
前
年
よ
り
も
４

件
増
加
し
て
い
ま
す
。
過
去
１０
年
間
の

平
均
２７
・
２
件
よ
り
７
件
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が
１５
件

と
７５
％
を
占
め
、
次
に
車
両
火
災
３
件
、

林
野
・
そ
の
他
の
火
災
が
そ
れ
ぞ
れ
１

件
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
過
去
１０
年

間
で
最
も
大
き
く
１
億
１
、
４
９
５
万

６
千
円
で
、
前
年
を
８
、
２
４
６
万
８

千
円
上
回
っ
て
い
ま
す（
表
２
）。

ま
た
、
残
念
な
が
ら
１
年
間
で
７
人

が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
７
月
に

発
生
し
た
住
宅
火
災
で
は
、
１
度
に
３

人
が
焼
死
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
の
焼

死
者
７
人
及
び
１
火
災
で
３
人
が
焼
死

し
た
の
は
、
広
域
消
防
が
発
足
以
来
最

多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
増
加
傾

向
で
あ
り
、
高
齢
化
が
進
む
に
連
れ
、

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
死
者
数
が
増
加
し

て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
住
宅
用
防
災
機
器
（
火

災
報
知
器
、
消
火
器
）
な
ど
の
設
置
を

積
極
的
に
指
導
し
て
い
く
と
共
に
、
町
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平成１６年

消消
防防
白白
書書

問
広
域
消
防
本
部
�
４３
―
４
１
５
１

広
域
消
防
本
部
で
は
、
平
成
１６
年
中
の
消
防
活
動
を
「
消
防
白
書
」
と
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。
本
市
の
火
災
や
救
急
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（単位：千円）

（件）火災種別出火数の推移

損害額の推移

（表１）

（表２）


